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都条例の医療費助成を受けておられる

患者のみなさんはアンケートにご協力お願いします

６月から７月にかけて、おかかりの医療機関から、手渡しまたは郵送で

「東京都成人ぜん息患者救済条例の施行による救済効果に関する調査」という

アンケートに協力を依頼されること

になりました。制度は昨年の８月

から始まっていますが、その効果

について学者の先生方が調査をさ

れます。

患者会の都条例患者のみなさんに

はできれば全員のご協力をいただ

きたいと思います。

６月の活動予定
1（月） 全国公害被害者総行動 一日目

2（火） 全国公害被害者総行動 二日目

3（水） 足立区交渉

4（木） ＮＯ2測定行動

5（金） ＮＯ2測定行動

11（木）北区連絡会17:00～環境省中環審議専門委員

会

13（土）板橋支部会議（学習会）文京現地調査（午前）

14（日）合同幹事会13:30～

16（火）事務局会議

東京都準備会「患者の声を伝える会」

品川・八潮班会議13:00～ 江戸川区交渉

きょうどう委員会1４:00～

17（水）中野杉並世話人会13:00～江東墨田支部会議

全国連事務局会議13:00～豊島支部会議13:00

18（木）文京現地調査に基づく学習会18:30～区民セ

ンター 北支部王子生協班会議・足立支部会議

20（土）板橋現地調査・まちづくり委員会

「みんな歌う会」14:00～

22（月）東京民医連定期協議10:00～

23（火）事務局会議10:00～

24（水）東京あおぞら連絡会常任理事会10:00～

27（土）さいたまのつどい13:30～

7/4（土）三役会議10:00～

7/19（日）合同幹事会13:30～

５月から６月にかけて患者会

の行事が続いていました。

その間も事務局にはぜん息

110番への問い合わせが度々寄せ

られました。まだまだ制度を知ら

ずに医療費の負担に苦しむ患者

がいるのかと思うと残念です。

一刻も早く、一人でも多くの患

者が救済されるようにまだまだ

周知に努力しなければならない

ようです。
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わくわく♥♥楽しい旅行会!!

出発は４台のバスが別々でした。

昼食の林檎庵でバスが合流!!

車中の自己紹介などで交流をし

たので、話もはずみます。

食後のおやつ!!満腹でも

美味しい名物は別腹♥♥別腹♥♥

西会長の満面の笑

みは、安堵の笑み

?????

なんだか!!

うれしそ～

なのです!!

た
の
し
そ
〜

ハ
ー
ト
は
少
年
っ
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（公健法）認定患者のみなさん
現在の補償の等級が適切ですか?

♧『障害補償費』は認定患者の命綱です。
♧ 被害の実態を証明するために正当な補償を受けてください。
♧ 遺族補償にも直結します。遺族補償は残された家族の命綱になる場合もあります。
♧ 新たな救済を求めてあとに続く、都条例・未救済（慢性気管支炎・肺気腫の患者のた
めにも、再確認してください。

♧ なにより、認定患者が勝ち取った権利なのです。どうか大切にしてください。

みんなで力を合わせて『不服審査請求公開審査』
で不当な区の認定を改善させます。

●5月29日森ヲミエさんに対して、板橋区は長年にわたって不当にな等級の認定を押しつけてきたことに私

たち患者会は、全支部一丸となって『不服審査請求公開審査』を実施させました。

●森さんは症状の悪化に伴い等級改定の認定申請をしていましたが、板橋区は理不尽に不当な認定を繰り返

してきました。森さんはさらに症状の悪化に苦しみ続けてきたのです。

●患者会は西会長を筆頭に大勢の患者が代理人となり、『審査会』に板橋区の不当性を訴えました。

森ヲミエさんは
2007年に裁判が終わるまで、三役としての重責

を担い、無理を重ねてきたのです。現在の症状悪

化に裁判中の無理が祟っていることは間違いあり

ません。私は森さんがいつでも、どこでも、未救

済患者のために救済制度を求めて発言していたの

を忘れません。普段穏やかな森さんが被告の不遜

な態度に、猛烈に抗議したことがあります。

それも未救済患者のためでした。当日会場に来

ることもできなかった森さんのために、全員で抗

議しました。傍聴席も患者で溢れました。

東京公害患者と家族の会には
『公健法』認定患者・『都条例』認定患者・未救済患

者がいます。私たちの願いは、全ての患者が救済され

ることです。患者が奪われた健康に、適切な補償を受

けることが救済です。そのために『公健法』認定患者

が、未救済患者のために必死で闘ったのが「東京大気

汚染公害裁判」でした。

今日患者会の多くの未救済患者が医療費の救済を受

けることができるようになりました。

これからは、患者会員が手を取り合って全ての患者

が、必要な補償を受けられるようにめざしましょう。
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さ
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。
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療
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と
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を
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反
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ら
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入
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司
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受
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入
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。
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こ
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み
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思
え
る
様
に
患
者
会
は
め
ざ
し
ま
す
。


